
１８. 中間評価調査ミニッツ（スペイン語版）
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１９－１. PDM 改訂ミニッツおよび改訂版 PDM（スペイン語版）
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付属資料１９－２

対象国：ホンジュラス
裨益グループ：現職教員、基礎教育教員養成課程学生

【上位目標】

1～6年生（児童の）算数科学力が向上す
る

【プロジェクト目標】
現職教員、国立教育大学及びノルマル校
の基礎教育教員養成課程（FID）学生の1
～6年生算数指導力が向上する

【成果】

1. 1～6年生算数の教師用指導書、児童
用作業帳が改訂される

2. （新規教員養成）12ノルマル校の数学
教員と国立教育大学基礎教育教員養成
課程（FID）の数学教官が1～6年生算数
の教師用指導書、児童用作業帳使用法
に関して指導できるようになる

2
・（数学教員・数学教官対象）研修
評価テスト結果
・  （数学教員・数学教官が実施す
る）算数指導に関する講座の授業
評価結果
・（算数指導法に関する講座の）
指導案集　等

2. プロジェクト報告書

3. （現職教員研修）国レベル講師が1～6
年生算数の教師用指導書、児童用作業
帳使用法に関して指導できるようになる
(教育省INICEが国家現職教員研修を実
施した場合)

3. （国レベル講師対象）研修評価
テスト結果

3. プロジェクト報告書

4. 算数教育に関する一般的な関心、特
に現職教員、基礎教育教員養成課程学
生及び児童の関心が高まる

4. アンケート調査結果 4.プロジェクト報告書

教員が授業を実施し
教員スト等の影響を
受けない

プロジェクト報告書 基礎教育カリキュラム
に関わる教育政策が
変更されない

プロジェクト協力期間：2006.4.1～2011.3.31

1. 教育省 基礎教育算数分野に
おける教育政策が変
更されない

1 教育省承認

EFA計画の指標となる学力テスト
結果

1.現職教員対象
・教師用指導書、児童用作業帳
使用状況調査結果
・算数授業評価結果
2.新規教員養成学生対象
・算数指導法に関する講座評価
結果
・教育実習中の算数授業評価結
果

日本語仮訳　第2版：2007.3.29.第4回合同調整委員会MMによる

算数指導力向上プロジェクト　フェーズ2　（国内コンポーネント）

プロジェクト要約 指標 入手手段 外部要因

EFA計画報告書

Project Design Matrix (PDM) : 第3版
　第3版：2009.1.22.第　回合同調整委員会MMによる
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【活動】

1-1  国家カリキュラム、「スタンダード（学
習到達度基準）」改訂プロセスに参加する

1-2  1～6年生算数の教師用指導書、児
童用作業帳の改訂をする

2-1 12ノルマル校数学教員と国立教育大
学基礎教育教員養成課程（FID）の数学
教官に対して1～6年生算数の教師用指
導書、児童用作業帳使用法に関する研
修を計画する

2-2 12ノルマル校数学教員と国立教育大
学基礎教育教員養成課程（FID）の数学
教官に対して1～6年生算数の教師用指
導書、児童用作業帳使用法に関する研
修を実施する

2-3 12ノルマル校と国立教育大学基礎教
育教員養成課程（FID）の算数指導法に
関する講座の指導案集を策定する

3-1 国家教育実践研究所（INICE）の計画
に沿って算数の教師用指導書、児童用作
業帳の使用法に関する研修計画を策定
する

3-2 国レベル講師に対して研修を実施す
る

3-3 3-2の活動の質を高めるために他カ
スケード現職教員研修をモニタリングする

4-1 定期的にニュースレターを発行し配
布する

4-2 定期的にホームページを更新する

4-3 パンフレットを作成する

4-4 IEC（情報、教育、コミュニケーション）
により1～6年生指導書、作業帳の有効性
について広報活動を実施する

ノルマル校：（初等）・中等学校が付設されている教員養成校。後期中等教育レベルに相当する初等教員養成課程を有する。
　　　　　　　一部のノルマル校では、大学卒業資格が付与される基礎教育教員養成課程（FID)が開設されている。

ホンジュラス側:
a. C/Ps:
1 教育省教育技術担当次官：プロ
ジェクトダイレクター
2　国立教育大学学長：プロジェクト
副ダイレクター
3　国立教育実践研究所（INICE）
長：プロジェクトマネージャー
4　教育省教育計画局長

5　教育省国際協力局長

6　教育省教育総局長

7　教育省評価局長

8　INICEプロジェクト担当者

9　国立教育大学ノルマル校改革
局長
10　国立教育大学基礎教育教員

養成課程（FID）コーディネーター

11　FID算数数学担当調整員

12　教育省プロジェクト配置算数教

育C/P4名
13　国立教育大学プロジェクト配置

算数教育C/P1名
14　その他算数教育関連カウン
ターパート（必要に応じ）
15　12ノルマル校、2UPN（FID）数
学教師
16　国レベル講師

b. プロジェクト事務所（INICE）.

c. プロジェクト実施にかかる必要
経費（車両保険等）

カウンターパートが教
育システムにおいて
算数に関連する活動
を継続する。

日本側:
a. 日本人長期専門家
1 チーフアドバイザー(1)
2 副総括/業務調整 (1)
3 算数教育 (2)

b. 日本人短期専門家:
1 研修計画
2 授業改善
3 その他（必要に応じて）

c. 本邦研修

d. ホンジュラスまたは第三国にお
ける在外研修

e. プロジェクト実施に関わる必要
経費

前提条件:
教育省と国立教育大学
が全国の教員養成校に
C/Pを配置し彼らの活動
を保証する

【投入】
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